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研究成果の概要（和文）：　本研究は、旧植民地域で形成される多言語社会における言語変化のメカニズムを総合的に
解明することを主たる目的とし、パラオの旧宗主国の言語である日本語と英語の盛衰に関する言語内的および外的要因
、過程、程度をマクロ・ミクロの両視点から精緻に調査研究したものである。「社会的ネットワーク分析」の導入、「
集中モデル」や「ダイナミックモデル」の検証などを含む本研究成果は、接触社会言語学分野の理論構築にも資するも
のであると考える。

研究成果の概要（英文）：   This research project aims to explore mechanisms of language change in the post
colonial multilingual Republic of Palau from both macro and micro perspectives. We investigated (a) to wha
t extent and (b) in what way the two former colonial languages, Japanese and English, are used alongside i
ndigenous language Palauan as well as (c) what linguistic and extra-linguistic factors are likely to affec
t speakers' language use.
   Our findings have made theoretical contributions to the field of contact sociolinguistics; in particula
r, leading to a better understanding of (a) the effects of so-called "strong and weak ties" upon language 
maintenance and shift, (b) the applicability of the Concentration Model to the obsolescence of Palauan Jap
anese as well as (c) the applicability of the Dynamic Model to American postcolonial Palauan English.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

そもそも、パラオ共和国は日本および米

国による 1世紀におよぶ統治を経て独立を

果たし、元来のパラオ語はもとより、日本

語、英語の 3言語が複雑に入り混じった国

家であるため、多言語社会における言語変

化の実態を解明する上で最適な地域の一

つであると考えられる。そのため、申請者

は 1997 年より継続的にパラオで言語調査

を行い、多様な角度から、多言語化の実態

と言語変化のメカニズムの解明に努めて

きた。具体的には、まず、1997年から 2001

年までの間、マクロな視点から、パラオの

多言語使用状況の概要の把握を目指し、1

世紀におよぶパラオの言語接触の歴史、日

米の各統治下の言語政策、現在の住民の言

語意識や言語能力・言語使用を調査考察し

てきた。 

また、2002年からはパラオに残存する日

本語に焦点を当て、「方言接触」、「言語消

滅」といった 2 つの社会言語学的分析アプ

ローチを用いて、その言語学的特徴を明ら

かにすることを目指すミクロな分析を展

開した。具体的には、「パラオ日本語」の

土台を成す方言間の接触に関する研究で

は、Mufwene（2001）が提唱した「Founder 

Principle（創始者効果）」を、またその消滅

過程に関しては「Regression Hypothesis（後

退仮説）」を検証し、さらに共時的・通時

的調査・分析方法（パネル調査・トレンド

調査）の妥当性を探った。 

しかし、多言語化の実態と言語変化のメ

カニズムを一層明確にするには、これまで

行ってきたマクロおよびミクロな分析の

精度を高めることが不可欠であった。(1) 

マクロな分析に関しては、単に話者の属性

の調査だけではなく、話者が日常的に接触

し、大きな影響を受けている人間関係にま

で踏み込んだ緻密な分析手法として注目

を集めている「社会的ネットワーク分析

（social network analysis）」を取り入れるこ

とで、言語維持と言語交代を促すメカニズ

ムの解明に一層迫ることができる。  

これまで Milroy (1980) らの研究によっ

て、話者の持つ「strong ties（強い紐帯）」

は、仲間同士の結束を強め、同質性・類似

性を互いに補強する反面、外部からの影響

を排除する作用があるため、従来の言語使

用の保持には有用であるものの、外部から

もたらされる新しい言語変化へは障壁と

なること、一方「weak ties（弱い紐帯）」と

は、強い紐帯よりも個々の関係性は薄いも

のの、数的には多数を占めるため、新しい

情報をもたらす「懸け橋」のような作用を

有することから、言語変化を助長する効果

を発揮することが明らかにされている。し

かし、こうした研究結果は、主として単一

言語社会における方言研究においてはそ

の有効性が認められてきたものの、複数の

旧宗主国言語と土着語が共存する多言語

社会においても同様の作用・効果が得られ

るかどうかは必ずしも証明されてこなか

った。 

次に、(2) ミクロな分析に関しては、「パ

ラオ日本語」話者の高齢化が進むなか、「最

後の話者」を記録することができれば、よ

り正確に Wolfram (2002)が提唱した言語消

滅モデルの一つである「集中モデル

（Concentration Model（「最後の話者」は完

全な言語能力を維持し続け、方言的な傾向

を強める）」を検証することが可能となり、

言語消滅のプロセスの解明に役立つこと

ができる。言語消滅の分野では、「最後の

話者」を記録することの重要性がこれまで

幾度も指摘されている（Edwards 1985, 

Dorian 1989）。 

なお、言語消滅の進むコミュニティーで

は話者の高齢化の進展により、多数の健常

な被験者から研究計画書通りに会話デー

タを収集し、新たなデータのみで定量分析

を行うことがもはや困難な状況にあるこ

とが多い。パラオもその例外ではなく、ま

さにそうした事態に直面しているため、パ

ラオ日本語の研究のみを単独で申請する

ことは躊躇われた。 

一方、半世紀もの米国統治を経て形成・

定着し始めた「パラオ英語」に関する研究

は、パラオの多言語化の実態と言語変化の

メカニズムの解明に不可欠なものである

にもかかわらず、未だに十分な研究が成さ

れていない。近年、ポストコロニアル英語

変種に関する研究では、Schneider (2007)が

提唱した「Dynamic Model（ダイナミック

モデル）」が最も脚光を浴びており、世界

各地に存在するポストコロニアル英語変

種の研究者たちがこぞって当該モデルの

妥当性・応用性を検証している。しかし、

当該モデルはそもそも英国の旧植民地域

の英語変種を基に構築されたものである

ため、米国の旧植民地域の英語変種にまで

応用性があるか否か、またあるとしてもど

の程度あるのかは明らかにされていない。 

 

２．研究の目的 

上記のような状況を踏まえ、本研究では、



旧植民地域で形成される多言語社会にお
ける言語変化のメカニズムを総合的に解
明することを主たる目的とし、パラオの旧
宗主国の言語である日本語と英語の盛衰
に関する言語内的・外的要因、過程、程度
をマクロ・ミクロの両視点から精緻に調査
分析した。 

具体的には、これまでのマクロ・ミクロ

な両分析の精度を高め、上記(1)(2)の研究を

発展させることに主眼を置いた。まず、(1) 

マクロな分析としては、新たに「社会的ネ

ットワーク分析」を取り入れ、言語維持と

言語交代を促すメカニズムを一層明確に

した。本研究により、従来「強い紐帯」と

「弱い紐帯」が方言変化に発揮するとされ

ている効果・作用が、多言語社会の言語の

維持と交代へも応用されうるかどうかを

検証できるため、マクロな接触社会言語学

に関する理論の構築へ貢献しうるものと

なる。 

(2)ミクロな分析に関しては、まず①パラ
オ日本語とパラオ英語という２つの接触
言語変種の言語学的特徴を明らかにする
ことを目指した。とりわけパラオ英語に関
する先行研究は皆無であったため、その言
語学的特徴を詳細に記述することは貴重
な事例を社会言語学研究に提供すること
となると考えた。 

次に、②「集中モデル」「ダイナミック
モデル」といった理論の検証を行い、言語
消滅・言語変化のプロセスの解明に役立て
ることを目指した。とりわけ、パラオ英語
が米国の旧植民地下で発達したことから、
本研究は米国旧植民地を事例とした「ダイ
ナミックモデル」の妥当性・応用性を本格
的に検証する初めての試みであったため、
ポストコロニアル英語変種に関する理論
の構築にも資すると考えた。 

以上のように、本研究は、独立後、消滅
と拡散という、いわば相反する方向に展開
する二つの旧宗主国の言語をマクロ・ミク
ロの両観点から調査考察することで、パラ
オの多言語化の実態と言語変化のメカニ
ズムを総合的に解明し、さらに社会言語学
分野の新たな理論の構築を目的としたも
のである。 

 

３．研究の方法 

本研究においては、マクロ・ミクロな分
析を行うためのデータを揃え、順次その整
理・書き起こし作業、データ分析、諸理論
の検証を進めてきた。 

具体的には、まずマクロな分析の精度を

高めるために、現地調査にて話者の社会的
ネットワークに関する詳細な基礎データ
および会話データを収集し、帰国後、各種
統計を駆使して言語使用と言語外的要因
の関係を分析した。 

また、パラオ日本語に関するミクロな分
析を補完し、同時にパラオ英語に関するミ
クロな分析に本格的に着手するため、現地
調査においては高齢なパラオ日本語話者
からデータ収集が困難な場合には、数の上
では相対的に多く存在する健常なパラオ
英語話者からデータを収集するなどの代
替的措置を講じながら、現地での時間を有
効活用した。さらに、たとえば地名に関す
る言語変化の有無など「ダイナミックモデ
ル」の検証に必要な情報の収集にもあたっ
た。 

所要のデータ収集後は、①パラオ英語の
言語学的特徴を音韻・統語・語彙レベルに
おいて記述し、さらに②「ダイナミックモ
デル」の妥当性・応用性を検証した。また
パラオ日本語の研究では、③新たに入手し
たパラオ日本語のデータをもとに「最後の
話者」の記述およびその定性分析を行った。
さらに④これまでの既往の旧データと今
次の新データを活用することで定量的か
つ通時的な分析を行い、「集中モデル」の
応用性の本格的な検証を開始したところ
である。 

なお、パラオにおける日本語と英語、そ
して両言語のマクロ・ミクロな両分析を進
めることにより、今後は他の旧植民地との
対比・比較を行い、パラオにおける旧宗主
国の言語盛衰に関して、総合的・包括的な
研究を引き続き展開する予定である。 

 

４．研究成果 

(1) マクロな分析考察結果 

本研究では、旧植民地かつ多言語社会で
あるパラオで、2 つの旧宗主国言語（日本
語・英語）および現地語パラオ語の使用の
実態を把握し、言語の維持と交代に関する
メカニズムを解明するため、大別して 3つ
の疑問を掲げ、社会的ネットワークの有効
性に考察を加えた。すなわち①果たして社
会的ネットワークが旧宗主国言語の使用
変化を説明することができるのか、できる
とすれば、どのように説明できるか、②多
言語社会でも単一言語使用社会と同様の
社会的ネットワークの機能がみられるの
か、そして③社会的ネットワーク分析に最
も適した社会の特徴は何かという疑問に
対する答えを導き出すことを目指した。 

本調査・分析の結果、社会的ネットワー



クに着目した分析モデルは、多言語社会パ
ラオにおいても、旧宗主国の言語である日
本語および英語の維持、さらには交代のメ
カニズムを解明する上でも有効であるこ
とが明らかにされた。すなわち、単一言語
社会と同様に、「強い紐帯」は地元ですで
に定着していた日本語使用を維持させる
機能をもち、併せて新しく導入された英語
が取って代わることを拒む機能を持って
いること、そして「弱い紐帯」は「懸け橋」
としての役割を果たし、英語使用を拡大さ
せていることが明確にされた。 

また、本調査・分析は 3つのコミュニテ
ィーを調査対象としたが、①グループ選択
の自由度、②政治的、経済的および社会的
変化の度合いの強弱や濃淡によって、社会
的ネットワークが言語使用に及ぼす影響
に差異が現れることも解明された。この特
徴は、1989 年に Lippi-Green が行ったオー
ストリアにおける言語調査と一致してお
り、今後、他の地域にも普遍化できる可能
性を有するものでもある。 

さらに本分析結果から、社会的ネットワ
ーク分析の限界や留意点を指摘すること
もできた。すなわち、パラオでは必ずしも
英語は日常生活の中で常態的に用いられ
ている言語ではなく、また住民の父祖の代
から潜在的に用いられている言語でもな
い。そのような状況下であれば、たとえ学
校などの場で間接的に英語教育が実施さ
れ、若年世代を中心に英語への言語交代が
進行していても、社会的ネットワークの分
析はそれほど有効性を見出すことができ
ないのである。元々のパラオ人をはるかに
上回る邦人移民がパラオへ移住・定住した
日本統治下とは対照的に、米国統治下には
本国からの移民はほぼ皆無であったため、
パラオ人の社会的ネットワークはそれほ
ど影響を受けなかった。したがって、社会
的ネットワークと英語使用の関係を単独
で分析すれば、上記のように「弱い紐帯」
が「懸け橋」としての役割を果たし、英語
使用を拡大させていることが見て取れる
が、言語能力や世代、アイデンティティな
どその他の言語外的要因を含めた複合的
な分析を行うことにより、社会的ネットワ
ークよりも他の要因の方が強い影響を及
ぼしていることが判明した。英米の旧植民
地の諸地域においても、英語への言語交代
の広がりが報告されていることから、こう
した指摘は今後の分析手法において大き
な示唆を与えるものであると考えられる。 

(2) ミクロな分析考察結果 

 一方、パラオ英語の言語学的特徴に関し
ては、音韻・統語レベルにおいて Schneider 

(2007) が旧植民地英語変種に典型的なも
のとして挙げている特徴を多く含むこと、

さらに、リングア・フランカとしての英語
Seildhofer (2005) としての特徴も兼ね備え
ていることが本研究で明らかにされてい
る。 

 また「ダイナミックモデル」の検証に関
しては、英国植民地と米国植民地とでは時
代背景が異なるため、統治目的・方法にも
違いがあり、Schneider (2007)の分類方法を
そのまま適用することは困難な点もある
ものの、概ね米国の旧植民地への応用は可
能であることが示唆された。さらに、
Schneider (2007)は旧植民地英語変種の形
成過程を５段階で示しているが、パラオ英
語はその２段階目と３段階目の間に位置
することを指摘した。 

今後はこれまでの研究成果を踏まえ、分
析の精度と確度を一層高めながら、引き続
き旧植民地域で形成されてきた多言語社
会における言語変化のメカニズムの解明
を通じ、接触社会言語学分野の諸理論の検
証と新たな理論の構築に取り組む予定で
ある。 
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